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平成３年７月３１日と８月１日の両日にわたっ

て，第３回ＡＣＡＤＥＭＹ－ＪＳＰＳ(NationalAcad

emyofScienceandNationalAcademyof

Engineering-JapanSocietyforthePromo‐

tionofScience）会議がワシントンのNational

AcademyofScienceBuildingで開催された。

この会議は，日米の貿易摩擦が先端科学技術摩

擦へと波及して来る中で，ｉｉ１ｉ国の学界と産業界の

リーダーがお互いに理解を深め，両国の科･学技術

分野における健全な協力を維持発艇させるための

対策を検討し，両国の関係の悪化を防止するため

に，両国の政府や経済界に対して必要なアクショ

ンをとることを日的として開催されてきたもので

ある｡第１回は1985年にカリフォルニア州のサン

タバーバラで,第２回は1986年に京都で開催され

た。前２回の会議では，主に両陸Iのイノベーショ

ン・システムの相違点やそれにともなうアシンメ

トリーが競争力におよぼす影響などについて検討

してきた。

アメリカ側は，政府と中立の立場にある全米科

学アカデミーと全米工学アカデミーが窓1-1となっ

ているが，日本側に対応する機関がなかったため

に，日本学術振興会の産学協力研究委員会のｒｉ１に

「先端技術と国際環境第149委員会」を置いて対

応してきた。この会議に刺激されて，永年検討さ

れてきた工学アカデミーが1987年に設立された。

しかし，工学アカデミーが窓口になるには，事務

局‘体制が確立されていないので，現在まで第149

委員会が対応してきた。委員の殆どは工学アカデ

ミーの会員で構成されている。

会議の背景

過去にお互いに問題を発掘し，その改善に努力

してきたが，両国の関係は努力ほどには改善され

植 之 腺 道 行

ていない。日本企業は外国人研究者の受け入れを

急速に増加してきたし，政府もフェローシップ制

度を新設して国立研究所への外国人研究者の琳加

をはかってきた。しかしアメリカからの応募者数

は期待値に達していない。大学へのfW学は，制度

的な制約はなかったが，アメリカ人学生にとって

は余り魅力がないので，その数は少ない。アメリ

カへの｢l本人留学生数と比べて，州変わらず大き

なインバランスがある。

一方，アメリカ製造業の凶|際競争力は相変わら

ず挽回の兆を見せていないどころか，経済今般に

低調が続いており，その原因を1-1本の排他的，雅

略的，［1己的そして国際的責任をとりたがらない

からだとする．枇論が高まっている。ＭＩＴの

，MadeinAmericaを始め，多くの堅実な調査報

告譜が出版されており，｜到際競争力の低下の原|火｜

の主力はアメリカ国内にあるとして，その改善の

提案をおこなっている。しかし，一部の政治家や

経営者の'.|本攻盤による世論の悪化を防止するま

でには成果を挙げていない。

一方，｜|本企業が貿易収支の改善とアメリカ製

造業の空洞化を下支えするために，アメリカでの

現地生礎の拡大から研究開発へと投資を急増させ

てきた。それと並行して，不動産や企業のＭ＆Ａ

による投資も急増した。製造業の空洞化を下支え

し，赤字経常収支を改善するために，好意的に努

力してきた口本産業の活動も，アメリカ大衆の気

持ちを蹄みにじるような小数の'-1本企業の行動や，

小数のアメリカの政治家や経営者の売名的発言に

よって，必ずしも好意的に歓迎されていない。ま

た湾岸戦争における節献のやり方に対する基本的

考えの日米のｲ;'二I述によって，’1米関係は悪化しか

ねない状態にある。科学技術関係では，大学の研

究環境の改善に何等の対･錐がなされて来なかった

事実が，製IIIII開発に研究投資の主力を投入して，

基礎研究で岡|際社会に貢献する査任を果たしてい
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ないとの不公平感を相変わらず抱かせている。そ

のために，日本が提唱しているテクノグローバリ

ズムに対して，欧米諸国は強い不信感を持ってい

る。

このような状態を放置するならば，日米間だけ

でなく，それぞれの地域が閉鎖主義，孤立主義に

走り，経済は停滞し，科学技術の進歩は抑制され，

地球理境問題や開発途上I玉Iへの対･応もできなくな

り，危機的状態に突入せざるをえない。文化的，

制度的，悩習的な相違をお互いに理解しつつ，そ

の障壁を乗り超人，お瓦いに協力し依存する努力

をしなければ，それぞれの陸|の福祉と世界平和を

確保することはできない。このような問題意識と

解決錐についての基本的認識は，日米両国の心あ

る人々は一‘嫌に持っている。その解決には，それ

ぞれの国が複雑な問題をかかえており，一朝一夕

にして解決できるものではない。しかし，これか

らの社会において，科学技術は社会問題を解決し

て行く鍵の遁要なものの一つである。科学技術の

進歩に従郭する者が，率先して理解を深め，相互

依存のシステム造り，その効果の実証を一つひと

つ枝み上げて行くならば，他の重要な鍵の解決へ

の強い刺激ともなろう。

このような背紫と問題意識にもとずき，今側は

「科学･技術の州互依存一'二l米関係の新しい挑戦」

を主題として討議が行われた。

会議の概要

会談は大別して３つの意見発表と討.議のセッ

ション，共同声明案のまとめのセッション，初ＦＩ

の昼食会と夕食会と二日目の昼食会における日米

の要人による講習会とで構成された。未然に主題，

各セッションのテーマについて双方で話題提供者

をきめて準備するとともに，米国側から提案され

た共同声明案についても十分な検討･と意見交換が

行われた。７川３０１１には，両国の幹事が未然に会

合を持ち，共同声ﾘＩ案の両:検討を行うという，今

までよりは周到な準備のもとに会議が行われた。

話胆捉供肴の発表は要点のみに限り，セッション

の時間の大半は参加者からのコメントと討.論にあ

２

てられた。

第一セッションは，「新しい挑戦への戦略的概

観」と題して，両国の議長から開会挨拶と会議の

目的とする要点について述べられた。両国の議長

は，Ⅲ本側は||本学術振興会第１４９委員会の向坊

委員長が出席できなかったために，東京電機大学

学長の岡村総普先生が，米国側はジョーンホプキ

ンスの外交政策研究所会長のブラウン博士が務め

られた。これに対して，元外務大臣大来佐武郎氏

や全米科学アカデミー会長のプレス博士を始め，

多くの参加者が課胆ならびに対･策について意見を

述べた。

第二セッションは,「これからの共同作業につい

ての称検討･｣について，第三セッションは，「主要

課題と対策案」について，３課題について話題提

供と討議が行われた。三つの課題は，ａ）高度技

術での相互依存一多隆l締企業の進出国での権利と

責任について，ｂ）技術者の教育と活川について

の産業における経験，ｃ）大型プロジェクトにお

けるＨ米協力の基本的対応についてであった。

過去２ｍの会議では，Ｆ１米間の格差は圧倒的に

日本側の閉鎖性にもとづく不公平性に起因すると

のアメリカ側の一方的戦略で，Ｈ木側は被告の席

に立たされた感じがあった。アメリカ側の攻撃に

対して，［１本側は那実を述べて理解を求め，アメ

リカがｎら陸|内|剛胆を解決する努力を要望した。

Ｈ本的llliu臆から必ずしも率臓な意見を述べること

には遠慮がちであった。しかし今回は，アメリカ

側から遠慮のない率if〔な意見を述べて欲しいとの

要望もあり，また未然に送られてきた共同声明案

が余りにもアメリカ側の一方的な見解にもとずく

ものであったがために，｜|本側委員に未だアメリ

カ側に間胆の本質が理解されていないのではない

かとの不満もあって，職種的で対等な発言がなさ

れた。

アメリカ側の発喬は，前側迄の一方的に'二1本側

に要求をつきつけるものに比べると，遥かに合理

的なものであった。それでも，未だに実情の理解

不足で一方的と思われる発言も相変わらずあった。

しかしこれは，アメリカ社会での交渉のテクニッ

クであって，別に理解が不足しているわけではな

い。これに対して，’1本側委貝からは妥当な対･応

〆察魚

〆言ｈ
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がなされた◎

岡村議長は，未解決の1-1本僻|内|川迦，特に大学

の研究環境の悪さを認めたうえ，アメリカ産業の

生産技術強化の遅れに対･する問題葱識を述べられ

た。また，日本の成功の原因分析とその情報の光

信の不足が，アメリカ岡民の誤解を生じ，不公平

感を抱かせている原因となっているのではないか。

自分の教え子が素I晴らしく成功しているのを見る

のは，教育者としては誇らしく嬉しいものである。

しかし，未だ現役の間に，向分の地位をおびやか

すほどに成功した教え子に対しては面i‘lくない感

情が起きるのも人悩である。現在のアメリカには，

後者と同じ感情があるのではないかとの比ゆも述

べられた。

｜|米協力の今後のシナリオとしては，１）非碓

事的な面で米陛|と協力して，｜U:界に貢献すべきで

ある。２）創造的基礎的研究を推進し，米倒と協

力して人類の知的財藤のj棚Ⅱを似lるために，世界

に開かれた大学にふさわしい研究喋境の盤備を実

現する。３）隣|際共同研究組合を設立して，蹴学

官による技術開発の協力を推進する。特に11米が

協力して，将来の大|州胆である，地球環境の改蒋

や発展途上国の支援について検討する必要性を述

べられた◎

ブラウン議長は，会議の背餓で述べたのとliil様

な認識を述べた後，Ｉ:'ﾐⅡ際的に経済問題が緊急なも

のと思われているが，州変わらず安全保障問題は

底流に強く流れていると危機感を述べたうえで，

三つのシナリオを提示して，｜M:界､ド和のためには

一つきり選択の余地はないと強調した。提示した

シナリオは，１）Ｈ米両剛が現状のまま問題を改

善することなく進む，すなはちＨ本は応川研究か

ら製IRI開発に集!'.Ｉし，アメリカは堆礎研究に集'1’

して，非平衡がますます拡大する，２）’1米関係

が悪化し，1M:界的に地域保i護主義が拡大する，３）

'-1米iilIi陸Iが広範な科学分野でお:/fいに競争しかつ

協調して，お万い学びあい助け合って，科学技術

と産業の進歩発艇に立献する，という三つのケー

スである。もちろん岐後のケースが，希望的では

あるが唯一の選択である。

第三のケースを推進するために，我々としては

科学技術でのｲ;|l:ﾉﾉ:依存を新しい協力の挑戦'1棟と

し，改善すべき問題や協力すべき課題，例えば大

型共同研究プロジェクトを友好的かつ効果的に推

進する方法や多国籍企業の行動規範の調森研究，

について述べた。

共同声明案の概要

声明案は，総括と展望，総括結論，，'11互依存の

原則，いかに相互依存の原則を達成するかのりLI部

構成からなっている。総括と膿望では，過去６年

間の活動を評価総括し，提案が両国の政府，産業

界のリーダーによって，効果的に政策に反映され

ることを期待することを述べている。総括結論で

は，科学技術の相互依存は，お互いに努力するこ

となしには達成できるものでなく，両国に等しく

貢献するように努力することで合意したことを結

論としている。

相互依存の原則として，相互に利益を享受でき

るような長期相互依存を可能にする具体的、標を

決める必要があり，両国が進んで実行できるよう

に，次のような観点から合意造りをすることが亜

要であると述べている。

すなはち，大学や政府の共同研究に外国の研究

者や企業の参加を歓迎すべきであるが，それには

ａ）多国籍企業が受け入れ国の経済，技術基盤

の強化に，技術移転，研究開発，訓練，生産，

雇川を通して貢献すること，

ｂ）参加国は，その国での民間共同研究組合へ

の外国の参画に対･する互恵的取扱いをするこ

と，

ｃ）参加する個人，機関，国の利益を評価でき

るクライテリアを明確にすること。

以上が実行されれば，アメリカにおいては技術

の商業化能力の向上，Ｒ本では基礎科学の急速な

発展として，相互依存が認識され評価されるであ

ろう。参加者は，この重要なプロジェクトを協力

して推進し，両国の政府の要人に注意をi喚起する

ことをコミットした。

緊密かつ互恵的相互依存を達成するために，近

い将来ポジション・ペーパーを発行するI-I的で，

次のような項目に関するワーキング・グループを
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設置することに合意した。

１）受け入れ国において，多国籍企業が建設的に

貢献する活動についての事例の開発，例えば大

学，国研，ハイテク企業などとの関係

２）両国の技術発展過程の比較研究

３）将来の大学と企業における技術者教育のニー

ズの共同研究

４）エネルギー，環境技術を中心とする途上国へ

の技術移転における日米協力

５）技術と安全保証の相関に関する;険討

６）メガ・プロジェクトへの対･応，例えば両国が

関与する大規模科学技術プロジェクトの評価ク

ライテリアを確立して,優先順位付け,プロジェ

クトの開始，組織構成や評価法などのより優れ

た手法の開発。

ワーキング・グループの作業をレビューするた

めに，２年後に再会することを約し，またiII咽の

政府要人に対して，必要な協力を積極的に行うこ

とを確認した。

感想とコメント

共同声明案に挙げられたワーキング・グループ

案は，会議で提案された検討･項目に対して，日米

が別個に優先順位をつけた上位３位までを，米，

日の順位に交互に並べたもので，順位の順序は会

議として合意されたものではない。今後の相談の

結果,２ないし３項目に絞ってワーキング･グルー

プが設立され，検討･が進められることとなるであ

ろう。

多国籍企業の問題は，アメリカにおける世論を

背景として，アメリカ側は行動規範を作成したい

希望を強く持っていたが，実情もよく把握しない

で小数の非平衡感的意見で作業を進めることは大

変危険であり，従って事例研究にすべきであると

の日本側の強い意見が入れられた表現になってい

る。

技術発展過程の比較研究は，基礎研究による大

発見や大発明が出発点となって，応用研究，開発，

実用化へと発展する技術革新プロセスのリニア・

モデルを中心としてきたアメリカに対して，ニー

‘

ズとシーズが複雑に刺激しながら進歩発展する

ネットワーク・モデルが，現代においてはより厳

業の発展には現実的であると考えている日本側が，

現代技術進歩のプロセスの理解を深めることが，

アメリカ産業の活性化には頭要であるとの認識か

ら提案された。

開発途._'二国問題である南北問題よりは，東欧や

ソ連圏を1.|:'心とする東西問題に関心が集I.'､Iしてい

るアメリカに対して，｜|本側が注意を喚起する意

味からも開発途上国への協力の攻'１を提案した。

技術と安全保障の問題は，’二|本としては討論しが

たいものであるが，しかし避けて通るわけにはい

かない問題であることも事実である。

同頭で述べたように，今Ｍの会議は，今までよ

り遥かに建設的で有意義なものであった。少なく

とも会議参加メンバーには，Ｈ本の実情がより正

確に理解してもらえてきつつあることが反映され

たものと考えている。６年間にわたる多くのI-l米

会議で，相互に理解を深める努力が実り始めてい

ると評価している。しかし，｜_|本側が精一杯努力

してきたのに対して，アメリカ側の政府や産業界

の要人に対･する説得は十分であったとは評価し難

いものがある。一方，アメリカ側もIiil様な不満，

特に大学の改善の遅れに対していらだちは大きな

ものがあると思う。相互の文化，政治，‘憧習など

の差異の認識と理解には時間と努力が必要である。

お互いに不信感，不満感を持ちながらも，理解の

努力を続けることが，相互‘依存を可能とする秘訣

ではなかろうか。
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衝"ぬ

侭顕、

ＯＰＥＭＮＣＲＥＭＡＲＫＳＯＦＡＣＡＤＥＭＹ/ﾉＳＰＳＭ圧丁/ＮＣ

ノＵＬＹ３７－ＡＵＣＵＳ７７，７９９７

ＭＡＫＩＮＧＳＣＩＥＮＴＩＦＩＣＡＮＤＴＥＣＨＮＯ‐

LＯＧＩＣＡＬＩＮＴＥＲＤＥＰＥＮＤＥＮＣＥＷＯＲＫ

ＩｗａｎｔｔｏｗｅｌｃｏｍｅｙｏｕａｌｌｔｏｔｈｅＮａｔｉｏnal

AcademyofSciencesforthethiｒｄｉｎａｓｅｒｉｅｓ

()fbilateraldiscussions-theIirstｏｎｅｗａｓ

ｉｎｌ９８５－ｏｒｇａｎｉｚｅｄｂｙｔｈｅＮａtionalAcad‐

emiesofSciencesandEngineeringandthe

JapanSocietyf()ｒｔｈｅＰ１･omotionofScience、

Thisijmc，wemeetinWashington，，．Ｃ，ｉｎ

ｔｈｅＮationalAcademyofSciencesbuilding・

TheAcademy，anorganizationthatismore

ihanahｕｎｄｒｅｄｙｅａｒｓｏｌｄ,ｈａｓｂｅｅｎｔｈｅｓｉｔｅｏｆ

ｍａｎｙｍｃｅｔｉｎｇｓｉｎvolvingdistinguishedscien‐

tists，industrialistsandpolicymakersfrom

differentcountries・Thismeetingcomesata

significantｔｉｍｅ，ａｎｄｌｈｏｐｅｉｔｗｉｌｌｍａｋｅｙｏｕｒ

ｖｉｓｉｔｉｎｔｈｉｓｈｏｔｓｅａｓｏｎｗｏｒｔhwhile．

ＰＯＩＩＥＮｍＡＬＳＩＧＮＩＦＩＣＡＮＣＥＯＦＴＨＩＳ

Ｍ１ｍＴＩＮＧ

Scienceandtechnology，lhefocusofour

bilateraldiscussionsoverthepast6years,are

nowwidelyrecognizedasimportantdimen‐

sionsofthcUS-Japanrelationship,Ourearly

discussionsl.ocusedondifferencesinthe

JapanesｅａｎｄＵＳｉｎｎｏｖａｔｉｏｎｓｙｓｔｅｍｓａｎｄｔｈｅ

ｂroadimplicationsofthcrcsultingａｓｙｍ‐

metl･ｉｃｓｏｎｃ()mpetitiveness・Today，ihese

issuesarereceivingagreatdealofpublic

attention・

Theprimal-yreason，Ｉbelieve，isthatthere

isageneralawarenessthatthescientificand

technologicaldimcnsionsoftheUS-Japan

relaｔｉｏｎｓｈｉｐｉｍｐ()rtantlyaffectthebl･oader

側ＡＲＯＬＤＢＲＯＷＮ

contextofcompetitionandCooperation，That

largermatrixforUS-Japanrelationsincludes

economic・security，politicalandcultural

dimensions，

Relationsbetwccn（)ｕｒｔｗｏｃｏｕｎｔｒｉｅｓｈａｖｅ

ｂｃｃｏｍｅｅｖｃｎｍ()ｒｃｉｍｐ()ｒｔａｎｔｉｎｌｈｅｐｏｓｔ－Ｃｏｌｄ

ｗａｒｗｏｒｌｄａ､ｄ，ｗｈｉｌｅＩｈｅｙａｒｅｎｏｔｉｎｃｒｉｓｉｓ，

neithel･ａｌ･ｃｔｈｅｙｉｎｇ()()ｄｃｏｎｄｉｔｉｏｎ・Economic

issueshavcgaincdsalicnceininternational

affairs，andeconomicstrengthisincreasingly

thecoinofworldinnuence,ｂｕｔｓｅｃｕｌ･ityissues

havenotdisappeared,especiallyinEastAsia，

ｗｈｉｃｈｈａｓｎｏｔｓｃｃｎａｎｙｔｈｉｎｇｌｉｋｅｔｈｃrevolu‐

tioninCentralEuropeol・ｔｈｅｅｎｄｏｆｔｈｅ

ＷａｒｓａｗＰａｃｔ・ＴｈｅUnitedStates，whilestill

firstamongindustrializednations，haslost

economicstrengthl･ｃｌａｔｉｖｅｔｏＥｕｒｏｐｅａｎｄ

ＪａｐａｎｉｎｔｃｒｍｓｏｆｇｒｏｗｔｈｒａｔｅｏｆＧＮＰ，

manufacturedexp()rts，etc・Itexhibitslarge

budgetaryandtl･adedeIicits，savesand

investstoolittle，ｄｏｅｓｐ()orlyinpre-college

education,ａｎｄｓｕＩＩｅｒｓｍａｎｙｓ()cialills・Ｊａｐａｎ

ｈａｓｎｏｔｆｏｕｎｄａｒｏｌｅｉｎｉｎｔｅｌ･nationalpolitical

andsecuriLyaffai１．s・ILrewardsitsmanufac‐

tｕｒｅｒｓａｎｄｆａｒｍｅｒｓａｔｌｈｅｃｘｐｅｎｓｃｏｆｉｔｓｃｏｎ‐

sumers，dependｓ()ｎｏｉｈｅｌ･ｓｔｏａｓｓｕｒｅｔｈｅｓｅｃｕ‐

rityofitsaccesstorawmaterialsａｎｄｍａｒ‐

kets,ｈａｓａｓｔａｎｄａｒｄ()ｆｌｉｖｉｎｇｃ()rrespondingto

about3/４ofwhalcurrencyexchangerates

givｅａｓｉｔｓｐｅｒｃａｐｉ(ａＧＮＰ,ａｎｄhassomequite

difIerentsocialpl･()ｂｌｅｍｓｏｆｉｉｓｏｗｎ．

Ｐ〔)Ⅱｓ１．ｃｖｃａｌｉｈａｔａｇｒ()ｗｉｎｇｎｕｍｂｅｒｏｆ

Ａｍｅｒｉｃａｎｓｔｈｉｎｋｏ［Japanasexclusionary，

prcdat()ry，Selfish，andunwillingtoaccept

internaljonalresponsibilities・ManyJapanese

thinkoftheUnitedStatesaslazy，spoiled，
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improvident，ａｎｄpronetounilateralviolent

action,Thatthereisagrainoftruthineachof

thesecaricaturesincreasesthestrains

betweenus；ｉｔｗｏｕｌｄｂｅｈｅｌｐｆｕｌｉｆｗｅｃｏｕｌｄ

ｌｏｏｋａｔｔｈｅｏｔｈｅｒｓｉｄｅｓｏｆｔｈｅｓｅｃｏｉｎｓａｎｄsee

Japanasclose-knit，hard-working，ａｎｄ

peaceful；theUnitedStatesasopen，Chari‐

table，andprotectiveofworldsecurity・

Ｗｈａｔｄｏｅｓｔｈｉｓｈａｖｅｔｏｄｏｗｉｔｈｏｕｒｏｗｎ

agendainthisdialogue？Inmanyofthese

broadermattcrs：ｅｃｏｎｏｍｉｃcompetitionand

cooperation；intemationalsccurity；third-

worldeconomicdevelopment；theprolifera‐

tionofadvancedweaponsLo，andconflicts

among，smallcrstates-innovation，tech‐

ｎｏｌｏｇｙａｎｄｔｈｅｓｃｉｅｎｃｅｗｈｉｃｈｉｓｏｎｅｏfLhe

elementsonwhichtheydepend,playacentral

role・Thus，questionsrelaUngtoscienceand

technology-suchastherelationship

betweenforeigninvestmentandtechnology

transfer，disputesoverintellectualproperty

protection,theexpandeduseofdual-usetech‐

nologyproducedinJapaninUSmilitａｒｙ

ｓｙｓｔｅｍｓａｒｅｎｏｗｖｅｒｙｍｕｃｈａｐａｒｔｏfthis

largersetofissues・

Althoughthescientificandtechnological

dimensionsthushaveimportanteIfectsonthe

broadercontext,Ｉｄｏｎｏｔｍｅａｎｔｏｓｕｇｇｅｓｔｔｈａｔ

ｉｆｗｅｈａｎdleourscicnceandtechnologyrela‐

tionswell，theresuⅡwillbetoresolveallthe

issuesthatmakeupthebroaderarrayof

contentiousissuesbetweentheUnitedStates

andJapan・Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ，ifwehandle

scienceandtechnologyrelationspoorly,there

couldbeseriousnegativeeIfectsonthe

broadercontext，whileiftheyarehandled

well，ｔｈｅｙｍａｙｗｅｌｌｅａｓｅｔｈｅｓｏｌｕｔｉ()noIsome

ofthebroaderissues・

Inthischangingsituation，ｉｔ，ｉｓｉｍｐｏｒｔａｎｔ

ｔｏｒｅｍｉｎｄｏｕｒｓｅｌｖｅｓｔｈａｔｏｕｌ・organizations

haveatrackrecord,ａｂａｓｉｓｏ［experienceand

understanding,Whatmakesthesediscussions

８

especiallyvaluableisthattheyareunofficial

andinformal・Discussionsfiveyearsagoin

Kyotohighlightedproblemsstemmingfl･om

asymmetriesinaccess､Sincethattime,many

ofyouinbothdelegationshavetakenconcrete

stepstoimproveaccessandpromotescientific

andtechnologicalcooperation・Ｌｅａｄｅｒｓｆｒｏｍ

Ｊａｐａｎｅｓｅｉｎｄｕｓｔｒｙ，particularlytheelec

tronicsindustry，ｈａｖｅｂｅｇｕｎｔｏｅｍｐｌｏｙｆｏｒ‐

eignresearchersintheirlaboratories・

Japaneseuniversityleadersareworkingto

upgradeJapan，suniversityresearchsystem

andaretrainingstudentsfromaroundthe

world，especiallyfroｍAsia，TheJapanese

govemmenthasmadeproposalsforinterna‐

tionalcooperationinadvancedtechnology

andsetupnewfellowshipstopromote

exchanges・TheEngineeringAcademyoI

Japanhasbeenestablishedandnowservesas

achannelforprivatesectordiscussions、

ＯｎｔｈｅＵＳｓｉｄｅ,ｍａｎｙｏｆｏｕｒｍｏｒｅｓｕccess‐

fulcorporationsarehiringindividualswith

Japanexperienceandsettingupofficesin

JapantotapintoJapan'sresearchsystem，

Americanuniversitiescontinuetotraingrow‐

ingnumbersofstudentsfromJapan，New

programsoftraininginappliedJapanese

studieshavebeenestablishedintｈｅＵＳ・US

govemmentandindustryareworkingto

developprioritiesandmodalitiesforinterna‐

tionalcollaborationinareassuchasadvanced

manufacturing，Justasimportant，ｎｅｗｃｏｎ‐

siderationisbeinggivento-andactions

arelikelytobetakentoward-defininga

civiliantechnologypoliｃｙｆｏｒｔｈｅUnited

States・Thesearepositivesignsandsignifif‐

cantstepstowardscientificandtechnological

cooperationbetweenoｕｒｔｗｏｃｏｕｎｔｒｉｅｓ．

伊南､
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Havingmadethesepositivestatements，Ｉ

ｍｕｓｔａｌｓｏｓａｙｔｈａｔｍｕｃｈｗｏｒｋｒｅｍａｉｎｓｔｏｂｅ

ｄｏｎｅａｎｄｎｅｗｃｈａｌｌｅｎｇｅｓｍｕｓｔｂｃａｄｄｒｅｓｓｅｄ・

Ａｃｌｉｍａｔｅｏｆｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙｈａｓｇｒｏｗｎｓｉｎｃｅｗｅ

ｌａｓｔｍｅｔｉｎＫｙｏｔｏ－ｕｎｃｅｌ･taintyabout

whethercooperationcａｎｂｅｍａｄｅｔｏｗｏｒｋｆｏｒ

ｂｏｔｈｓｉｄｅｓ・Persistenteconomicconflicthas

shake、ｔｈｅｆｏｕｎｄａｔｉｏｎｏＩｔｒｕｓｔｂｅｔｗｅｅｎｏｕｒ

twosocietics・Wemustredefinegoals，work

activelytoidentifyareasofmutualinterest，

andthentaketheindicatcddccisionsand

carryoutthecorrespondingactions，

Noonecanpredictthefuture,ｂｕｔｉｔｍａｙｂｅ

ｗｏｒｔｈｗｈｉｌｅｔｏｃｏｎｓｉｄｅｒforamomentarange

ofalternativefuturescenarios､Onepossibility

isthattheUnitedStatesandJapanmaintain

arelativelyopeneconomicrelati()nshipand

strongsecurityalliance，butcompetitionfor

globaltechnologicalleadershipdeepens・

Japanbecomesmoreofacompetitorinindus‐

trieslikebiotechnologyandacrospace，and

theUSgovernmentrespondswithmoreactiv‐

istpoliciestopromoteUSindustries､Technol‐

ogylinkagesbetweenUSandtheJapanese

industryexpand,especiallybetweensmallUS

andlargeJapanesefirms，Japanesefirms

providesomesupportfol･universityresearch，

butnotenoughtosignificantlyimproveuni‐

versityresea１℃ｈｉｎＪａｐａｎｏｒｅａｓｃｔｈｅｌ･ising

budgetcrisisinUShighel・education，Thc

current“divisionoflabor”persisls-

Japanfocusesontechnologyapplicationsand

theUnitedStaｔｅｓｏｎｂａｓｉｃｌ･esearch・This

scenario-acontinuati()ｎｏｆｃｕｌ･renttl･eｎｄｓ

－ｗｏｕｌｄｎｏｔｂｅｐｏliticallyacceptable，at

leastintheUS,becausetheresultw()uldbeto

reinIol℃etheasymmctriesthatleadtodiffer‐

entialeconomicbeneIitsofintel･dependence，

Ａｔｓｏｍｃｐｏｉｎｔ,therefol-e,scenari()ｏｎｃｃｏｕｌｄ

usherinasecondscenario、Scenariotwo

wouldsee“decoupling“ofUSandJapanese

technologydevelopment・Restrictionson

accesstoUSuniversitiesandtosmall，ｉｎ‐

novativecompaniesmightbeinstitutedifthe

perceptionofunequalbenefitspersists,Onthe

Japaneseside,astrongerpushfortechnologi‐

calindependencecouldresult，Onaglobal

level，ｔｈｉｓ”decoupling'，ofUSandJapanese

technologylinksmightreinforceatrend

towardgrowthofregionaltl･adingblocs,Ｏｖｅｒ

ｔｈｅｌｏｎｇｒｕｎ，theresultwouldbetolimit

scientificcollaborationandslowthepaceof

innovation，Moredangerously，thistrend

couldfosteraweakeningｏｆｔｈｅＵ．Ｓ,-Japan

securityrelationshipandevenaJapanese

militarybuildupdecoupledfromit・Thenega‐

tivcimplicationsforEastAsianpoliticaland

militarystabilityareobvious、

Thethird，mostoptimistic，scenariosees

bothJapanandtheUnitedStatescompeting

inthebroadrangeofscientificandtechnolog‐

icalactivities，andbothprosperingcconomi‐

callyfromthatcompetition、Japandeepens

itsbasicresearchandtheUnitedStates

improvescapabilitiestocommercializetech‐

nologies、Throughtechnologytransferand

othermeans，Japantransfersitsadvanced

manufacturingtechnologyandorganization

tech、iquesforcommercializationtothc

UnitedStates・Throughdeeperscicntificcol‐

laboration，JapanlearnsfromtheUnited

Statestopromoteanddisseminatetheresults

ofcreativebasicresearchmoreeffectively，

Ｔｈｉｓｒｏｓｙａｎｄ，Isuppose，idealizedscenario

wouldbringamoreopeninternationaltrade

andinvestmentclimate・Thisthirdscenario

is，ｏＩｃｏｕｒｓｅ,themostattractivetousbecause

inｉｔｔｈｅＵｎｉｔｅｄｓｔａｔｅｓａｎｄＪａｐａｎｂｏｔｈｒemain

frontlineplayers，ａｎｄｃｏｏｐｅｒａｔｅｉｎａｓｏｒｔｏｆ

ｃｏｍｐｅｔｉｔｉvepartnership，

Thequestioniswhatactionsmustbetaken

EAJInformationNn22/１９９２年１月９



torealizethisthirdscenario・Ｍａｎｙｏ［the

conditionsandactionsnecessaｒｙｔｏａｃｈｉｃｖｃｉｔ

ｌｉｅｏｕｔｓｉｄｅｔｈｅｉｍｍｅdiatepurviewofour

meeting-marketaccessandtradcnegotia‐

tions，peacekeepingforcesandintemational

securityarrangements，dealingwithour

respectivedomesticdysfunctions・Butｓｏｍｅｏｆ

ｔｈｅｍａｒｅｖｅｒｙｍｕｃｈｍａｔｔｅｒｓｏfscienceand

technology・Ｆｏｒexample,ｗｈａｔｍｕｓｔｂｅｃｈａｎ‐

gedtomakeJapaneseorganizationsprepared

to“transmit“andUSorganizationsreadyto

"receive,”ｉｎｔｈｅｗｏｒｄｓｏｆｏｎｅｏＩｏｕｒｗｏｒｋ‐

ｓｈｏｐｒｅｐｏｒｔｓｏｎｅｘｐａｎｄｉｎｇａｃｃｅｓｓｔｏ

precompetitiveresearch？WhatJointactions

areneededtoavoidasituationinwhich

predatorycompetitionleadsｔｏｔｈｅｅｌｉｍｉｎａ‐

tionofindustriesandtechnologicalcapabil‐

ities？Whatsharedframeworkcanbedevel‐

ｏｐｅｄｔｏｍａｘｉｍｉｚｅｔｈｅｂｅｎｅｆｉｔｓｏｆｓｃicnceand

technologycooperationwhileadjusting

appropriatelyforthedisparitiesthatarise

frominterdependence？

Onevalueofconsideringalternativefutures

liesinfocusingourattentionondGsil･edout‐

ｃｏｍｅｓａｓｗｅｌｌａｓｔｈｅｎｅｅｄｅｄｓｔｅｐｓｔｏｒealize

thegoals，Ｉｔｗｉｌｌｂｅｉｎｔｅｒｅｓｔｉｎｇｔｏｆｉｎｄｏｕｔ

whethertheparticipantsinthismeetingcan

defineotherpossiblescenarios，ｏｒｈａｖｅｃｏｍ‐

mentsonthoselhavesuggested．

ＰＵＲＰＯＳＥＳＡＮＤＫＥＹＩＳＳＵＥＳ

Beforcwebeginourambitiousmeeting

agenda，ｌｅｔｍｅｒｅｃａｌｌｔｈａｔｏｕｒｐｕｒＩ〕osesare

threefold・First,Weneedtoidentifyandclari‐

fynewchallengesinUS-Japanscientificand

technologicalrelations，Ｔｏｔｈｉｓｃｎｄ，ｗｅ

ｓｈｏｕｌｄｄｉｓｃｕｓｓａｎｄｃｏｍｐａｒｅｈｏｗｔｈcchal‐

lenges(andfuturescenarios)areseenincach

country、Second，ｗｅｈａｖｃａｇｒｅｅｄｔ(）consider

jointactionsthatourorganizationsmight

IＵ

taketoaddressthCseissues､Thiswillrequire

energyandeffortｔｏｃａｌ･ｖｅ()ｕｔｓｏｍｅ“ｄｏable”

yctmcaningfulacLivities，Finally，weshould

considerUleprocess,reflectingonourexperi‐

ｅｎｃｅｔｏｄａｔｅ－ａｎｄａｓｋｈｏｗｗｅｃｏｕｌｄｗｏl-k

togethermoree[fectively・Thiswillrequire

somedegreeo［candol｡,becauseourorganiza‐

tionssredifferentandfunctiondifferently、

Ｉｗｏｕｌｄｌｉｋｅｔｏｐｕｔａｆｅｗｋｅｙｉｓｓｕｅｓｏｎthe

tablcaswcbeginourdiscussionsthismorn‐

ing・Scenarionumberthree，theoptimistic

one，isunlikelytodevelopunlesswemakea

consciousefforttomakeithappen.Accepting

thefundamCntalrcalityofinterdependence

doesnotimplythatinterdependencealways

bcneIitseveryone・Adisregardforpotential

difIerencesinexpectationandres()ｕ１℃eschal-‐

acterizestheworstexamplesofjointventures

thatbreakdownandofIailedcommunica‐

tion、

Ihavebeeninvolvedinnumel･ｏｕｓＵ．Ｓ、

一Japaninteractions,extendingnowoverneal･‐

lythirtyyeal･s-incivilandmilitarytech‐

nology，ｉｎｉｎｄｕｓｔｒｙ，ｉｎｐｏｌｉｔｉｃａｌａｎｄｅｃｏｎｏｍｉｃ

ａｎｄｓｅｃｕｒityissues，Ｉｎａｌｍｏｓｔｅｖｅｒｙｃａｓｅｔｈｃ

ｔｗｏｓｉｄｅｓｈａvehaddifferentgoals，ｂｕｔｉｈａｔ

ｎｅＣｄｎｏｔ，ａｎｄｏｆｔｅｎｄｉｄｎｏＬ，preventan

approachandanagreementthatalloｗｓｂｏｔｈ

ｔ()reachtheirrespectiveobjectives、Ｓｕｃｈａｎ

()utcomerequires，ｈ()wcvcr，ｔｈａｔｂ()thsides

continuetorccognize，duringitsimplementa‐

tion，ｔｈａＬｔｈｅａｇｒｅｅｍｅｎｔｗｉｌｌｎｏｔｓｕｒｖｉｖｃ

unlessitoperatest()benefitbothsets()fobjec

tives、Thefactthatthesociologyofdecisiｏｎ－

ｍａｋｉｎｇａｎｄｏｆcxecuti()ndiffersbetweenusis

aful･thercomplication、

Twoexamplesillustl･atetheproblemoI

takingthebenefitsofinterdependenceas

assured・ＡｇｒｏｕｐｏｆＪａｐａｎｅｓｅｆｒｏｍａｎｅｗ

ｌ･esearchinstituterecenUypaidavisitto

Washin輿tontointroducethcil･programand

explorec()()peraLivepossibilities・Theydia．

＝も

〆、



伊麗輿

”国

grammedthescientificandtechnological

challengesintheirfieldofresearch､Thechief

spokesmanpointedtothepictureandsaid：

Therearemanyfundamentalresearchprob‐

Iemsthatmustbeaddressed,butourinstitute

wi1lfocusprimarilyontechnologyapplica‐

tions，SinceUSresearchersaresostrongin

basicresearch，ｗｅｆｅｅｌｔｈｅｒｅｉｓａｎｅｘｃｅｌｌｅｎｔ

ｂａｓｉｓｆorcooperation・Needlesstosay，his

Americanhostsweredismayed・

Forbalance，letmetakeanotherexample

fromtheＵＳｓｉｄｅ・Ourscientificcommunity

hasgeareｄｕｐｆｏｒａｎｕｍｂｅｒｏｆｌａｒｇｅａｎｄ

ｃｏｓｔｌｙｐrojects､Toooften,however,ourscien

tificandpolicycommunitiesdeveloptｈｅｐｌａｎ

ａｎｄｔｈｅｎｔｒｙｔｏｐｅｒｓｕａｄｅｏｕｒＪapanesecol‐

leaguestoparticipate・Inmostcases,thereare

goodreasonswhyJapanesescientistswantto

participate・Butresentmentsbuildwhenthey

areaskedtocontributesignificantfunding

andhumanresourcestoaprojecttheyhave

nothelpedtodesign・Boththeseexamples

illustratetheriskoftakingforgrantedthe

benefitsofinterdependence，andeachgener‐

atesdistrust、

Oneeffectivewaytoproceedmaybetｏｓｐｅｌｌ

ｏｕｔｔｈｅｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓｏｆｇｏｏｄｐｒacticeanddefine

concretejointactionstothisend,Theoverall

goaloftheprinciplesofinterdependencethat

theUSparticipantshaveputforwardfor

discussionatthismeetinｇｉｓｏｎｅｏｆｏｐｅｎｓｃｉｅｎ‐

tificexchange・Ｔｈｅｃｅｎｔｒａｌｉｄｅａｉｓｔｈａｔ“for‐

eign”ｃｏｍｐａｎｉｅｓｓｈｏｕｌｄｂｅｗｅｌｃｏｍｅｄｉｎｔｏ

ｐarticipationinuniversitiesandgovemment-

sponsoredcivilianR＆Dconsortiaasloｎｇａｓ

ｔｈｅｙａｒｅｃｏｎｔｒｉｂｕｔｉｎｇｔｏｔｈｅｅｃonomicand

technologicalbaseofthehostcountry,ｉｆｓｉｍｉ‐

laropportunitiesareavailableintheother

nation，andiftherearemechanismsfor

evaluatingresults・

Ｔｈｅｌａｓｔｐａｒｔｏｆｔｈｅｓｔａｔｅｍｅｎｔｉｓｐａｒticular‐

Iyimportant，Inthecurrentpolicyclimate，

thereisagooddealofambiguityaboutthe

rightsandresponsibilitiesｏｆＭＮＣｓ・Ｄｅｂａｔｅｓ

ｏｖｅｒｔｈｅｐｒｏｓａｎｄｃｏｎｓｏｆｆｏｒeigncorporate

supportofandparticipationinresearchinUS

universiｔｉｅｓａｒｅａｃａｓｅｉｎｐｏｉｎｔ．ＥValuationｓ

ａｒｅｏｆｔｅｎｃａｒｒｉｅｄｏｕｔｏｎａｎａｄｈｏｃｂasis，

Withoutmuchinputfromthescientificand

technicalcommunity，ormuchconsultation

betweentheUSandJapanesebusinesscom‐

munities，Uncertaintycouldbereducedby

providingclearerguidelinesandthrough

mechanismsforperiodicevaluaｔｉｏｎａｎｄｐｕｂ‐

licreporting､Thecontributionsofindividuals

suchasthoseherewithfirst-handexperience

ininternationalbusiness，scientificresearch

management，technologydevelIopment，and

policymakingwouldbeimportanｔｔｏｔｈｅｓｕｃ‐

cessofsuchajointeffort．

Ｉｆｗｅｃｏｍｍｉｔｏｕｒｓｅｌｖｅｓｔｏｔｈｉｓｅｆｆｏｒｔ，we

shouldrecognizethatthecurrenｔｍｏdeof

interaction-infrequentmeetingsandfor‐

ｍａｌｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ－ｗｉｌｌｎｏｔｂｅａｄｅ‐

quate・Wewillneedtobuildadeeperworking

relationship，atasubstantiallygreaterlevelof

jointeffort，basedonanunderstandingof

differencesinourorganizationsandnational

contexts､Tobeeffectivethateffortwould,ｉｎ

ｍｙｖｉｅｗ，havetoincludeperiodicevaluation

ofprogresstowardspecifiedobjectives，

Ifscientificandtechnological‘‘interdepen‐

dence”istobemorethananice-sounding

phrase，thiskindofeffortwillberequired，

Ｔｏｏｏｆｔｅｎ，weconcentrateonexplainingthe

proｂｌｅｍｓｏｆｔｈｅｐａｓtbyreferencingthe

actionsofothers・Amoreimportantfactmay

bethatwehaveanopportunitytocreatethe

future・

Inthisspirit，Ｉｎｏｗｗｅｌｃｏｍｅｔｈｅｏｐｅｎｉｎｇ

ｒｅｍａｒｋｓｏｆmycolleagueandco-chairmanDr．

So輿oOkamura．
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1985年に第１、の会合をSantaBarbaraで行

い,翌年の1986年に第２Iijlの会合を京都で行って

以来，何Il1lかのWorkshopやUS-JapanDia‐

logueを行い，先端技術の面で日米が如何に協力

すべきかを話し合い，お互いの理解は次第に深

まってきたように思います。

最近我国は科学技術の面で急激な進歩を示すこ

とが出来るようになりました。これは主として次

の様な理由によるものと考えられます。

（１）我幽では明治維新以前の江戸時代から，庶

民に対する教育が非常に普及していたこと。

（２）明治維新以後政府の取った，教育，特に初

等教育の充実に重点を置いた政策により国民

の知的レベルが向上し，そのため外国から導

入した新しい科学技術の知識を容易に吸収す

ることが出来たこと。

（３）明治維新以後の我国の近代化の過程で，一

刻も.１１１く先進諸国の科学技術の水準に追いつ

くため，取り敢えず先進諸国の基礎研究の成

果を導入して，それを応用した応用研究と開

発とに亜点をiifiき，限られた資金を最も効率

的に使川するよう努力した政府の政策が，そ

れなりに成功したこと。

（４）米陸Iにくらべて極めて劣悪な研究環境のな

かで，我幽の科学技術者が文字どおり血の出

るような努力を重ねてきたこと。

（５）第二次大戦以後，非戦の誓を立てた新憲法

に基づいて，鰯事費を１％以下に抑え，民生

を兎祝した戦後の政策により，限られた経費

を経済の復興と国民の福祉の向上に重点的に

使用することのできたこと。

しかしその他に，戦後の復興について，特に産

業界の技術の雌進的な進歩に対･しては，米国を主

とする先進諸国より多大の指導援助を受けること

の川来たことを忘れることはできません。

過去２Ililの会合やWorkshopによって,先端技

/２

岡 村 総 吾

術に関して'二I米間の相似や相違がいろいろ明らか

になりましたが，私には次の二点が最も注目すべ

き事柄のように思われます。それは

（１）’-1本の大学の研究蝋境が米国の大学の研究

喋境に比して極めて悪いこと。

（２）米|玉|の産業界の技術的進歩，特に生産技術

の進歩がＨ本に比して劣っていること。

この会議でもこの点を考慮して,｢先端技術につ

いて，米国のCenterofExcellenceは大学にある

が，’二|本のCenterofExcellenceは産業界にある

から，米国の大学が'-1本から多数の科学者，技術

者を受け入れているように，日本の産業界の研究

開発機関は米陸Iの科学者、技術者を多数受け入れ

るべきである｡」との意見もありましたが，大学と

産業界の研究開発機関の使命の相違を考えると，

異質の機関の間の協力を促進する方策を取るより

も，長期的に考えれば，日本の大学の研究環境の

向上に努力し，米国の産業界の生産技術の進歩に

努めたうえで，’1米の大学間および産業界間の協

力の促進を図ることが必要ではないかと思います。

最近先端技術の面でも'二I米間にいろいろの摩擦

が発生しています。その原閃はいろいろあると思

いますが，その一つとして最近||本の科学技術，

特に産業界の技術が余りに急速に進歩したことが

あると思います。｜|本の進歩が非常に急速であっ

た結果，

（１）我々’1本人が，現在到達したＨ本の国際的

地位を自覚し得ないでいる。(これは我々の個

人生活が現在でも依然として貧弱であること

も原因であると思われる｡)そのため'二l本人が

依然としてｎｌ墾l中心の考えで，他国のことを

十分考慮する余裕がない。

（２）またＦ１本の成功の原因を十分研究して，外

国の人々に理解できるように説明する努力を

怠ってきたし，また理解させることに成功し

てもいない。そのため外国の人々にとっては，

〆言論

〆=、
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日本がどのような原因で成功したのか理解に

苦しむ結果，Ｈ本は何か悪いことをして成功

したのではないかと考える可能性がある。

（３）率直に言って，米閏の人々にとって，かつ

ていろいろ手を取って教えてやった1-1本が急

に進歩して，分野によってはＨ分より優れた

成果を出し，Ｉ』j分の生活を脅かすようになっ

ては不快に感ずることもあるのではないかと

思われる。

というような結果を生じているように見えます。

それでは'二|米協力の今後のシナリオは如何にあ

るべきでしょうか。以下にその私見を述べます。

（１）日本としては現在の||本隅迩法を守り，瀧

事小国の方針は変えないで，非』卿i:的な面で

米国と協力して，世界に貢献すべきであろう。

（２）日本は従来のＣａｔｃｈｕｐ政簸を捨てて，科

学技術の先進国に相応しい政策をとるべきで

ある。即ち米1割にならい，創造的蜘雌的研究

を推進することに璽点を紐いて，その研究成

果により人類の知的財藤の噌加を似Iり，世界

に貢献することに努めるべきである。現在'１

本の学会，産業界等の識者はこのことを明瞭

に認識しているが，残念ながら政沿家や宮僚，

特に財政当局者の認識が不足の為，政府の審

議会等の答巾には度々このことが強調されて

いても，財政的裏付を欠くため，絵に柵いた

餅になってしまっているのが現状である。

(3)産業界で行われている応用研究や技術開発

に関する国際･協力は，大学等における基礎研

究の国際協力に比べて，企業秘密等の為に困

難なことが多いが，鍛近日本に多数設慨され

ている研究組合は，多くの企業，国立研究所：

大学等の研究者が参加して共同研究を行い，

産官学共同研究を行うとともに，技術開発の

国際協力を容易にしている。今後日米間でこ

のような研究組合を設立して，技術開発の協

力を促進することが望ましい。

(4)最近の日本の経済的地位の向上に基づく隣｜

際的地位の重要さを自覚して，科学技術の面

でも，他国の為，世界の為，特に発展途上国

の為に，財政的にも人的にも献身的に貢献す

ることに努める必要があろう。

(5)今後の世界を良い方向へリードして行くた

めには，日米両国が，お亙に争うのではなく

・協力して行くことが必要であろう。その為に

は，お互が十分相手の立場を理解し，相手の

欠点をあげつらうのではなく，率直に建設的

な意見を述べあってお互に進歩向上を図りた

い。特に日米両国が協力して，将来の大問迦

である，地球環境の改善や発展途上国の援助

に努め，安定した世界の実現に努力すべきで

ある。

EAJInformationN(〕し22/１９９２年１月ノ３



日米科学技術政策に関するワシントン会議

日米間ではいろいろな分野で摩擦が絶えないが，

今後特に軍要なテーマは科学技術における協力と

競争･である。１９８５年８川，サンタバーバラで先端

技術と日米摩擦をテーマとする学界，産業界代表

による会議が開かれた。｜吾1本側は向坊隆元東大総

長，米国側はハロルド・ブラウン元|聖|防長''１摩がこ

の会議の議長を務めた｡第２m目の会議が1986年

１１月に京都で，さらに今''''第３１''''二|が７ｊｊ３１１~'’

８月１Ｈの両日，ワシントンの全米科学アカデ

ミーの建物で開催された。主催機関は||本側が'１

本学術振興会藤学第149委典会，米悶側が全米科

学アカデミー（NationalAcademyofSci‐

ences）・全米工学アカデミー（NationalAcad‐

emyofEngineering)で，３１''1の識長を迦じてIごｌ

米それぞれ約２０名，一部の交代はあったが，ほぼ

同様の顔ぶれで会合が持たれた。

今同は，｜|本側議長の向坊氏が健厳_'二の部合で

出席できず，１１本学術振興会元j脳I:長の岡村総吾

氏が代理を務め，私も向坊氏の要請で初めてこの

会議に出席した。また'1本側幹聯として重要な役

割を果たしてきた猫瀬博氏も健座上，海外川張を

控えるということで欠席したが，1.1本の科学技術

界を代表する人物が大学，研究機関，民間企業か

ら出席し，米I｣§I側はブラウン議長をはじめとして，

フランク･プレス全米科学アカデミー会長,ロバー

ト・ホワイト全米工学アカデミー会提，ポール・

グレイＭＩＴ学長，ロバート・ガルビンモトロー

ラ会長，それにエズラ・ヴォーゲルハーバード

大学社会学教授等，打力な顔ぶれを揃えていた。

今|卿Iの会議全休のテーマは,｢科学技術の州互依

存：Ｈ米関係のチャレンジ」で，まずブラウン米

国側議長，次に岡村'1本側i澗剥Ｗの開会スピー

チが行われた。ブラウン氏は，米IKl研究会談

（NationalRcscal･chCouncil）の'-1本委員会委

員長でもあるが，彼のスピーチは科学技術分野に

おける｜|米関係の洲M胆，それが1IlIjI:'《|の全般的関

ﾉイ

大 来 佐 武 郎

係に及ぼす影響などについて要点にふれる内容で

あった。特にブラウン氏が述べた今後の科学技術

分野における日米関係の３つのシナリオは関心を

惹いた。

第１のシナリオは，日米両国が比較的オープン

な経済関係を維持し，安全保障でも強い同盟関係

を保つが，技術の世界的なリーダーシップでは競

争が激化する。日本は応用技術に，米国は基礎研

究に強いという"分業関係"を持つ。このシナリオ

は現状の継続ということであるが，これは政治的

に，少なくとも米国側としては受け入れられない。

何故ならば，相互依存の利益の非対.称性（日本の

利益が大きく，米国の利益が小さい)をさらに強め

ることになるからである。このシナリオはある段

階で次の第２のシナリオに移行する可能性がある。

第２のシナリオは，Ｒ米の技術発展の"デカッ

プリング（切り離し)"である。米国では日本から

の大学への入学制限や革新的な小企業に対する吸

収合併を抑える制度の導入などが起こり，｜言|本で

は技術面で独立の動きが強められる。日米技術の

デカップリングは，地域的貿易ブロックの形成を

‘促す。長期的には科学技術協力は制限され，’1米

の技術革新のペースは遅くなるだろう。さらに危

険なことは，日米の安全保障面における協力を弱

め，東アジアの政治的軍事的安定を脅かすことに

なりかねない。

第３のシナリオは，楽観的シナリオで，｜I米の

科学技術が競争しつつ共に進歩し，経済の繁栄を

もたらすものである。日本は基礎研究を強化し，

米国は製造技術や組織の而で進歩を遂げる。この

シナリオは日米両国が世界のフロント・ラインの

プレイヤーであり続け，競争的パートナーシップ

として協力するという望ましい姿である。ただそ

の実現のためには日米双方の努力が必要である。

以上のようなブラウン氏のスピーチに引続き，

岡村氏から'二|本の科学技術の歴史的背景，’1本に

ーｮ、
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おける基礎研究の重要性の認識は強まっているも

のの政治家や財政当局の認識が不十分なこと，昨

年の'二1本の研究開発喪は８２パーセントが民間で，

政府は18パーセントと政府支出額がいかにも低

いこと，産業界では近年コンソーシアムによる企

業間の研究協力が進められてきているので，これ

に外国企業が参加することも考えられること，Ｆ１

米双方相手の欠点をあげつらうよりも，地球的規

模の環境問題，途上国援助などの分野で協力する

ことが望ましい，という趣旨の発言があった。

引続いて，全米科学アカデミーと’1本学術振興

会の協力活動について，児張文雄科学技術政策研

究所総括主任研究官とジェラルド・ディニーン全

米工学アカデミー倒際部長から報ｲ!『があり，多陸｜

籍企業の権利と寅任についてI.'.'脈恨雄住友磁気工

業副会長とロバート・ガルビンモトローラ会焚

から，エンジニアリングの教育訓練についてのI1Iij

閏の経験について森mIli彦ソニー;'11談役技術巌禰

顧問とアーデン・ベメントＴＲＷ刑社長から，大

規模プロジェクトにおける１１米協力の縦題につい

て吉川弘之東大総長特別補佐とフランク・プレス

氏からそれぞれキックオフ・スピーチがあり，そ

の後，討議が行われた。

また第ｌＩｌＨの侭食会では，本間長世来京女子

大教授とエズラ・ヴォーゲル氏から|:lil際化にあ

たっての両隆lの州逃点とトレンドについて，第１

日目の夕食会では大来とエリック・ブロック氏(米

国研究会議川本委員会副委典長，元ＩＢＭ)が，テ

クノナショナリズムとテクノグローバリズムにつ

いてそれぞれスピーチを行った。また第２１１１二|の

昼食会では佐波正一東芝相談役から雌業界のリー

ダーとしてのコメントのスピーチが行われた。

今回の会議を通じて印象に残った点を以下にい

くつか挙げてみよう。

柿之原道行'二|水瓶気特別顧問は，’1本の企業も

基礎研究に力を入れているが，それには限界があ

る◎政府によるアクションが必要な分野での対応

が望まれると述べた。１'１川良一１１本工学アカデ

ミー副会長からは，1.1本のロボットの数は昨年末

で22万台に達したが,米IKIは３刀７千台で，１１本

の一年間の年産台数にも及ばない。ロボットの川

途は広汎であり，米|玉I側の努力を期待するとの発

言があった。

エレン・フロスト女史（現在ユナイテッド・テ

クノロジー社部長，ウエスティングハウス社，国

防省，財務省等の前歴あり）は，米国の証券市場，

ペンション・ファンド等が長期的見地に基づく投

資や技術開発の障害になっていること，１１本企業

どうしの猛烈な競争･が欧米企業をノック・アウト

する結果になっていることなどについて述べた。

ミルドレッド．ドレッセルハウス女史（ＭＩＴ教

授）は，Ｆ１米雲協力して環境問題に取り組むことが

望ましいと述べた。

フランク・プレス氏は大規模プロジェクトにつ

いて説明したが，特にＳＳＣ（SuperConducting

SuperCollider）プロジェクト（超伝導超大型I．'」

性子衝突装置。テキサス州での立地が決まってお

り，その建設費の見積りは８０億ドルで,米国議会

が関係国の費用分担を求めている）への'二|本の協

力を要請した。東大の吉川弘之氏からは，ＩＭＳ

（IntelligentManufacturingSystems）プロ

ジェクト（日本の生瀧技術の普遍化と体系化を図

り，他I寵|での利川を促進する）について説明した。

米国側出席者は概ねこれをサポートした。

会議は鍛後に共同ステートメントを採択し，次

'1-11は２年以内に開かれること,‘双方が会議の結果

を両国政府当局に伝えることを合意して閉会した。

共同ステートメントの結論に掲げられた合意会

議の今後の活動項目は以下の通りである。

●多国籍企業が受入れ国で建設的に参加した成功

例の調査（大学，国立研究所，ハイテク小企業

等との関係を含む）

●技術開発のプロセスについて両国の実例を伴う

比較研究の実施

●大学及び産業界における今後のエンジニアリン

グ教育の必要性に関する共同研究の実施

●Ｆ１米協力による開発途上国への技術移転の促進

（特にエネルギー及び環境関連技術について）

●技術と安全保障に関する'二I米問の意見交換

●科学技術分野の巨大プロジェクトについて，iiili

凶の協力が必要とされる場合のプライオリティ

の設定，プロジェクトの発案，組織及び評価メ

カニズムの開発へ向けた巨大プロジェクト評価

基準の設定
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